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１ 研究の動機

テレビやインターネットのニュースを見ていた時に、『車の中にいた子供が熱中症になってしまい亡くなった』という記事

を見つけることが何回もあったので、私は夏の日中に止まっている車の中の温度を調べることにしました。

２ 予想

１３時から１４時のあたりは気温が高くなりやすい時間帯なので、車内の温度上昇が大きい時間帯だと考えました。また、

１４時から１５時の間は、１３時から１４時の間と比べて、温度上昇が小さいと考えました。なぜなら、１３時から１４時の間が

最も太陽が高くのぼる時間帯だからです。

３ 研究の方法

温度計の位置 計測した日の天気



４ 研究の結果

５ 分かったこと

・車内の温度は１３５分かけて、 ℃上昇しました。

・ 時 分から ３時 分の 分間で ℃近く温度が上昇し、変化が最も大きい時間でした。

・最初に予想した通り１４時から１５時の変化は小さく ℃だけ変わりました。

６ 研究のまとめ

１３５分で ℃も車内の温度が変わってしまうということがわかりました。もっと気温が高い日だったら ℃くらいま

で上がっていたと考えられます。日中のしめきった車内に、３０分ほどいると、熱中症になって意識を失ってしまう可能性

があると考えられます。この自由研究を通して、夏場の閉めきった車内は、危険であることを再確認できました。そのため、

私は車内に誰かいないかを確認するなどして、対策を立てておくことが大切だと考えました。
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インターネットで調べたこと
・人の体温は、４２℃以上になると心臓発作になるリスクが高くなる。

・熱中症対策でドリンクを飲むときは水かノンカフェインのお茶が良い。スポーツをしているときはスポーツドリンクを

飲むとよい。
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